ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ招致に向けた活動に関して

１．広報活動全般について
①開催年度までの広報活動スケジュールについて
・２０１１年度　国内ＢＩＤと取得した次の年

　　東北地区協議会及び東北地区内ブロックの会員会議所会議での御礼およびＰＲ

　ＪＣＩ ＡＳＰＡＣマニラ大会でのバナーＰＲ

　ＪＣＩ 世界会議ベルギー大会でのバナーＰＲ

サマーコンファレンス・全国会員大会でのバナーＰＲ
２０１２年度

１０地区→ブロ長→ブロック

直接ブロ長への声掛けもした

ＡＳＰＡＣとは・・・からの説明　大会の意義・目的、記念事業も含む。進める中でＰＲの場が生まれる。京都会議で地区ナイト（２０１２年）国際ＢＩＤへ向けての機運づくり

全地区にＰＲ（京都会議の中で）キャビネットで分散してＰＲ

会員会議所会議、地区役員会議、ＬＯＭが先ではない

ＰＲビデオ第１版（国内）

ＰＲは２０１２年国際ＢＩＤからが望ましいと思われる

ベルギー世界会議（ブリュッセル大会）からバナーでＰＲ

ＶＩＰランチョンはなし

国際アカデミーは参加者のみ。グッズを持たせて参加（ギフト）
サマコン・全国大会でのＰＲのタイミング　担当委員会へ申し出て調整し従う
水野局長はおさえてください（ＪＣＩとのパイプを持っている方）
日本ＪＣからはなんでも求められるので、適時判断が必要。
じゃがいもは出場と賞品の提供

・２０１２年度　国際ＢＩＤ取得をする年
パワーポイントでの説明（地区・ブロック）
年当初からバタバタ

６月（ＡＳＰＡＣ香港大会）国際ＢＩＤに向けた動き

国際会議を開催するにあたり、前年の１２月までに５，０００ドルと契約書３通

ＪＣＩの規約（ＪＣＩポリシー）
その年のＡＳＰＡＣに向けた取り組みが主（ＡＳＰＡＣ韓国？？大会）
総会３に向けて各所でのＰＲ（総会３で国際ＢＩＤ）
総会後にアトラクション（各ブロック理事長・地区・行政にもお願いして一緒になって取り組んだアトラクション）地区の法被・長野の法被をＣＯＣで作成し配布。一部負担費用していただいた。年当初からの動きが大事になる

チャーター便（日本→マカオ　国際ＢＩＤに向けて、現役・ＯＢで手配）が問題になった。費用が高い　やめておいた方がいい。費用２，０００万

ジャパンナイトのステージアトラクション

ＶＩＰランチョン（国際ＢＩＤを取る年の２０１２ＡＳＰＡＣから）

国際ＢＩＤをとってから全国をまわりはじめた

地区青年フォーラムも回った

地区内は２回全部回った

ブロックは毎年回った。

繰り返し、大会直前まで・・・
ＪＢＭ／ＭＹＥはＢＩＤ以降すべてに参加（３名程度）

ランチョンを設営。水野局長より情報をゲット

３泊４日

この日に入れとの支持がある。ＪＣＩ本部で待機

・２０１３年度　開催を来年に控えた年
開催日は前年度のＭＹＥかＪＢＭで６月○日から●日まで、期間を審議
他のエリア会議との重複を防ぐ調整（早い者勝ち）
アジア太平洋地域の各ＮＯＭ新年会・全国大会へ参加ＰＲ
・２０１４年度　開催年度の年
１０地区まわり（事業説明会）
開催年度からＪＢＭで報告

事前の承認はなし

②メンバーに対する啓発活動について取り組んだこと
　　　・メンバーへの啓発活動はどの様な形で行ったのか。
２０１２年からＬＯＭ組織とは別の組織として入れた。
動いてくれるメンバーを引き入れることが大事。
説明にとらわれない。全員の納得を得ようとはしない。エネルギーの使い方が重要
国内ＢＩＤ、誘致実行委員長
↓

２０１２／６／準備実行委員長
↓

２０１３／１／１実行委員長

２
年間連続　卒業生も含むＣＯＣ組織図　部員として参加　（２０１３年と２０１４年）
執行部には前年度卒業予定者は入れない。

２０１３年。２０１４年の組織図は同じ

③ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ・世界会議におけるジャパンナイトステージアトラクションについて

・２０１１年度は発生するのか、また発生しない場合は何時から発生するのか。
２０１２年のＡＳＰＡＣから２０１３年

ＪＪＣ会頭招待レセプションで前年度指示があり。書道アトラクションを行った。
世界会議でのアトラクションは断ったこともある

　　④ＰＲ作成物について
　　　以下に山形ＪＣにて作成予定のものを纏める。

　　　・バナー招致活動用

　　　・バッジ

　　　・法被・ＰＲビデオは２０１１年度以降と考えているが、何時までに必要なのか。
２０１１年から作成（国内ＢＩＤ翌年）

ピンバッジ（最終的に３代目か４代目）・バナー・ビデオ
ＶＩＰランチョン、総会の席にバッジと共にパンフレット（Ａ４両面）
国際ＢＩＤ２０１２年総会のタイミングでＰＲパンフを作成し配布
国際ＢＩＤを境界にグッズを切り替えた
２．ＬＯＭシニアクラブとの関係について

　　①シニアクラブからの協力について
山形ＪＣにて実施予定事項を以下に纏める。
　　　・山形ＪＣシニアクラブ内にＡＳＰＡＣ招致支援グループを組織

　　　・ＬＯＭに対する支援金の募集

　　　・セネタークラブ諸会議（ゴルフも含む）への参加

　　　・日本ＪＣシニア・クラブ諸会議への参加

　　　・日本ＪＣシニア・クラブ、セネタークラブへの入会促進

　　　・シニアクラブ総会の審議議題を出来ればいただきたい。

・その他
当日にお願いすることがある。

箱の設営は現役。会の運営はシニア。
ＡＳＰＡＣのシニアの会を組織

実行委員会にもいれた（キーマンは顧問等の役職）。ほとんど参加はなかった。

日本ＪＣシニアクラブへ土屋先輩、鷲沢先輩、寺川先輩、鈴木隆二先輩からご尽力いただいた。現役では調整の難しい部分をお願い。

シニア会会長、直前会長、副会頭経験者、
３．ソニーユー氏による現場調査について

　　①２０１１年度京都会議後に山形現場調査に来られるということで、その内容について

・全体スケジュールについて

　　　・予算について

　　　・注意すべき点等について

　　　・その他
２００７年、２００８年末、２００９年４月
会場、ホテルの視察。

ＨＱ、セネター関係ホテル、ＧＡ会場ホテル、

予定の状態で紹介

夜、おいしいものを食べさせないと不愉快になる

コーラ、吉野家、鳥鍋、

５，６０万の接待

宿泊、食事、おみやげ、２泊３日

ソニーさんはスウィート

設営は２次会まで
上島さんと水野局長もセットでいらっしゃる

高松は、最初の調整がうまくいかず、ま２度の訪問があった。

トランスポーテーションを含めた英語の資料をまとめる
ふたば寿司（東京）
東京からのアテンド　赤坂プリンスのリムジン乗り場まで

空港から空港までのイメージ。

大阪　阪急ホテル→東京→長野

移動費もＣＯＣ負担
４．京都会議のおけるＪＣＩ役員及び日本ＪＣ歴代役員会議運営の支援について
①２０１０年度より枡梅に代わる東京・名古屋・大阪・京都ＪＣ合同懇親会への協力があるとお聞きしているがその内容
　・全体スケジュールについて

　　　・予算

　　　・その他
房の屋

大阪ＪＣに相談
長野は１０万負担

３名＋土屋先輩

コンデレの紹介。理事長と参加くらい。

ＬＯＭナイトもあるので、途中で抜け出した。
　　　
５．ＪＣＩ ＡＳＰＡＣセネターゴルフについて
　　①セネターゴルフ全般について

・全体スケジュール

・各ファンクションにおいての任務内容

　　　・出欠とりまとめ

　　　・空港窓口

　　　・ホテルでの受付

　　　・ゴルフ場での受付

・その他発生が予想されるもの

・予算

・トランスポーテーション（ホテル及びゴルフ場までの送迎）
長野ＪＣは４回（とりまとめ、会費回収と当日受付）
日本の参加者とりまとめ。
すべてのメンバーのＩＮ／ＯＵＴ、宿泊手配、ゴルフクラブレンタル、喫煙・禁煙。
ツインかシングルか？ゴルフをするかしないか。

現地ＣＯＣと打ち合わせながら

日本ＪＣから１００弱の参加が見込まれる。
前年度、当該年度ＪＣ役員、輩出ＬＯＭ理事長、地区内の理事長、シニアクラブ役員。
金があわない問題がでてくる。事前の打ち合わせ

トランスポート。空港からピックアップしバス

日本のバスは用意していない。

インチョン、キンポ双方に人員配置しピックアップ

案内状郵送費はＬＯＭ負担
ドル建てで登録料、着金確認に３日かかる

カード現地決済がお勧め
全額現地で求められる。

ＬＯＭとして３０～４０登録

ＬＯＭで先輩を含めて３組（１２人ゴルフ参加）
参加者は４泊５日のスケジュール

設営側は５泊６日。

ＡＰＤＣミーティング等でのＰＲ

１５０～２００のギフト（５００円）

３万円くらいのギフト（上島さんとソニーさん用）

国内の案内は年内に！

送り先のリスト　ＰＯＩ　歴代会頭副会頭の連絡先は日本ＪＣ事務局から直接いただくべき

現地の担当とつなぐ。

セネターゴルフのパンフレットをもらう。

日にちは決まっているが、場所もお金もあいまいな状態で案内をした。
６．アジア太平洋エリア　ＪＣＩ　ＶＰ立候補トレーニングについて

　　①２０１１年度トレーニング開催を強く要望されているが、全般について

　　　・全体スケジュール

　　　・各ファンクションでの任務内容

　　　・出欠取りまとめ

　　　・予算

　　　・その他

７．ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ時におけるＶＩＰランチョンについて

　　①多方面と打ち合わせをした結果、２０１１年度は開催しない方向で検討している。

　　②世界会議も開催するのか。
２０１２年から

総会３の前日

世界会議は不要
完全にまかされる。毎日開催されるので、他のＶＩＰランチョンのメニューの配慮が必要。

会場選定は現地に任せると、トラブルが生じる可能性が高い。

ＪＣＩ関係委員会と相談して調整してもよいが、１回は現調すべし

現地ＣＯＣをあてにしてはいけない。

予算内執行となるが、国や場所によって異なるため、２００万位取っておいた方がよい。

参加者１２０～１３０名

インビテーションカードの配布。

ＪＣＩ役員の入りをＪＣＩ関係委員会より入手

総会で配るが、配れなかった方はホテルのドアへスイーピング

原則１名。おつきがいてもは止める。（韓国は特殊）

水野局長より指示をいただいて、席次の作成、導線の確保にマンパワーが必要

ソニーファミリー　２０～３０名
８．各種大会への登録について

　　①山形ＪＣとしての全員登録の考え方は、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣのみと考えている。

地区青年フォーラム、ブロック会員大会は全員登録、ＡＳＰＡＣ
９．セネターズクラブへの入会について

　　①セネターズクラブ入会に対して、特にお考えになった事項があるか。
２０１０年より正副ＭＵＳＴで入会
１０．日本ＪＣシニア・クラブへの入会について

　　①日本ＪＣシニア・クラブへの入会に対して、特にお考えになった事項があるか。

特になし
寺川さんを通して・・・
１１．ＢＩＤブック英語版の作成について

　　①作成は何時まで行ったらよいのか。

２０１１年末まで契約書を作成しておいたほうがよい。
ポリシー上の決まりがある。２０１２年ＡＳＰＡＣ２ヵ月前（４月）
製本はしていない。

フォーマットが決まっている。

ボリュームがしっかりある。

現物は当日。データを事前に送っておくこと。

翻訳はプロに頼んでいない。

指定されている項目を記載
１２．各種大会のおけるブース出展について

各種大会においてブース出展計画をどのように立てればよいのか。

①ＡＳＰＡＣ、全国会員大会、世界会議においては、ＬＯＭとして２ブース、地区と　　ブロックに協力を仰ぎ各１ブース、合計４ブースが理想との話を伺う。

②サマコンにおいては、業種別部会や賛助企業ブーススペースに出展しなくてはならないとも伺っている。また、内容は山形のＰＲなど良いのか。

ＡＳＰＡＣ、世界会議
ブース数は強要されないが、ブースの集まりが悪いと増やせとの要請がくる可能性がある。

全国大会は要請に応じて対応した。
地区・ブロックにも協力要請（隣でブース出展）
トレードショーブースはＰＲをメインにものを配ったり、食べ物を出したり

観光コンベンションビューローを連れていった（ブース貼りつき）
資料を用意（各国の言語）

サマコンでもブースを出展した。

中味はＡＳＰＡＣのＰＲだが、パンフレットだけでは集客できないので工夫が必要
（配布物）

サマコン期間中にゴルフ接待もした
１３．ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ用のホームページ運用は、いつから行うのか。

　　ＬＯＭとしては、２０１２年度以降と考えている。

２０１３年ＡＳＰＡＣ以降
ＪＣＩホームページからのリンクしてもらえるので、それまでに作成
国内向けには事前に用意していた方がよい。

ＡＳＰＡＣの説明に役立つ
ホームページ予算

国際ＢＩＤ後　年間１００万弱

当該年度は１４０～１５０万
１４．その他
①発生する事項
国際ＢＩＤの年から

いちりき　福の会

シニア会会長、副会頭経験者から参加いただく。シニア会幹事等さらに現役をつける

国際担当の副会頭、会務担当常任をおさえて・・・

再来年（２０１２年）からでよいと思われる。

シニア会から１，５００万円の協力金をいただいた
２０１２年。シニア全員にＡＳＰＡＣ概要を持参

メンバー２，３名で訪問

集まる機会がある都度、お酌をしながらお願い

いただくものはいただき、時間とお金はかけない
県及び市への協力・助成金

２０１２年から話を持ちかけ

窓口探しから・・・正規のルートからと議員を通してのふたルートを使うが、担当者レベルとのやりとりが多くなる

公益性、市民への配慮
市長、知事への直接の挨拶もある

２，７００万弱（市と県それぞれ）

県から愛地球博の補助金で６００万を差し引かれた

試算してくれたのはコンベンションビューロー

宮様対応（皇室対応）

県との打ち合わせ

１年以上前に話をしておく必要がある。（予算計上の都合）
２０１３年のうちにお話し
